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噴いです

　
現
在
、
　
「
市
民
と
市
と
の
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
」
　
（
日
程
は
市
報
6
月
10
日
号
で
紹
介
）
を
開
い
て
い
ま
す
。
一
方
、

ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
皆
さ
ん
の
議
論
の
た
た
き
台
に
な
れ
ば
と
、
　
『
2
1
世
紀
へ
の
提
言
』
を
発
表
し
ま
し
た
。
ま
た
、

昭
和
六
十
五
年
度
を
初
年
度
と
す
る
「
第
六
次
十
日
町
市
総
合
計
画
」
策
定
の
準
備
も
進
め
て
い
ま
す
。

　
地
方
も
競
争
の
時
代
と
い
わ
れ
て
い
る
今
日
、
よ
り
魅
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
皆
さ
ん
の
力
を
合
わ
せ
る

べ
き
時
期
に
あ
る
と
考
え
ま
す
。
二
朔
、
で
は
論
文
募
集
に
つ
い
て
、
三
侭
，
で
は
『
21
世
紀
へ
の
提
言
』
の
概
要
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　
　
鵜

　
　
　
き
　

　
　
鱗
，
・

ま
つ
り
は
見
て
い
る
よ
り
も
、
参
加
し
た
方
が
お
も
し
ろ
い
！
ま
ち
づ
く
り
だ

っ
て
、
参
加
に
よ
っ
て
新
し
い
“
ま
ち
”
が
見
え
て
く
る
の
で
は

　　　　・鱗
　靴嚢懸鍵

露

一
人
で
も
多
く
の
声
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皆
さ
ん
は
ど
ん
な
“
ま
ち
”
考
え
ま
す
か

　
　
　
21
世
紀
へ
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
論
文
募
集

【
テ
ー
ヱ

　
「
21
世
紀
へ
向
け
た

　
　
　
　
十
日
町
市
の
ま
ち
づ
く
り
」

　
論
文
ま
た
は
作
文
で
、
　
『
2
1
世
紀
へ

の
提
言
』
に
こ
だ
わ
ら
ず
皆
さ
ん
が
日

ご
ろ
考
え
て
い
る
こ
と
、
例
え
ば
①
都

市
計
画
②
産
業
振
興
③
交
通
体
系
④
活

性
化
対
策
な
ど
実
現
性
の
高
い
計
画
で
、

ふ
さ
わ
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
も

の
で
す
。
題
名
、
内
容
は
自
由
で
す
。

【
応
募
対
象
】

　
市
民
お
よ
び
十
日
町
市
に
関
心
の
あ

る
個
人
、
団
体
で
す
。

【
部
門
・
賞
】

　
〈
一
般
の
部
〉

　
　
最
優
秀
賞
（
一
点
）
十
万
円

　
　
優
秀
賞
（
二
点
）
五
万
円

　
　
佳
　
作
（
若
干
）
三
万
円

　
〈
中
学
生
・
高
校
生
の
部
〉

　
　
市
長
賞
（
一
点
）
三
万
円

　
　
優
秀
賞
（
若
干
）
一
万
円

　
　
　
※
中
学
生
・
高
校
生
の
部
は
、

　
　
金
額
相
当
の
賞
品
で
す
。

【
応
募
規
定
】

　
〈
一
般
の
部
〉

　
　
論
文
…
…
四
百
字
詰
め
原
稿
用
紙

　
二
十
枚
程
度
（
最
低
十
枚
）

※
必
要
に
よ
り
図
面
、
資
料
等
を
添
付

し
て
く
だ
さ
い
。

　
〈
中
学
生
・
高
校
生
の
部
〉

　
　
作
文
…
…
四
百
字
詰
め
原
稿
用
紙

　
十
枚
程
度

【
締
め
切
り
】

　
十
二
月
二
十
日
㈹
ま
で
、
当
日
消
印

有
効
で
す
。

【
提
出
先
】

　
企
画
財
政
課
企
画
調
整
係

【
発
表
・
表
彰
】

　
昭
和
六
十
四
年
二
月

【
審
査
員
】

　
学
識
経
験
者
お
よ
び
行
政
機
関

【
資
料
の
閲
覧
等
】

　
ω
論
文
、
作
文
を
作
成
す
る
際
、
市

に
関
す
る
各
種
資
料
を
必
要
と
す
る
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鍮

合
は
、
市
役
所
と
公
民
館
に
備
え
て
あ

り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
ω
『
2
1
世
紀
へ
の
提
言
』
の
冊
子
を

希
望
す
る
人
は
企
画
財
政
課
企
画
調
整

係
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
そ
の
他
】

　
ω
住
所
、
氏
名
、
性
別
、
年
齢
、
勤

務
先
、
職
業
、
電
話
番
号
を
明
記
。
中
・

高
校
生
は
学
校
名
と
学
年
を
、
団
体
は

団
体
名
と
代
表
者
名
も
明
記
し
て
く
だ

さ
い
。

　
ω
応
募
作
品
は
未
発
表
の
も
の
に
限

り
ま
す
。

　
⑬
応
募
点
数
は
一
人
（
一
団
体
）
一

点
で
す
。

　
ゆ
応
募
作
品
の
著
作
権
は
十
日
町
市

に
帰
属
し
、
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
企
画
財
政
課
企
画
調
整
係

　
　
（
〒
脇
十
日
町
市
千
歳
町
3
1
3

　
　
　
　
盈
5
7
－
3
1
1
1
内
線
鵬
）

2
、



皆
さ
ん
の
意
見
、
批
判
、
そ
し
て
議
論
の
材
料
で
す

21
世
紀
へ
の
提
雷
ー
〒
ト
ピ
ッ
ク
構
想
ー

　
　
『
2
1
世
紀
へ
の
提
言
（
Y
O
U
　
T
O
P
l
C
構
想
）
』
は
、
A
四
サ

イ
ズ
（
市
報
と
同
じ
大
き
さ
）
、
本
文
二
十
六
警
の
冊
子
で
す
。
内
容
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
く

▼
こ
れ
か
ら
の
地
域
社
会
を
創
る
た
め
に
▼
2
1
世
紀
の
十
日
町
を
目
ざ
し

て
▼
2
1
世
紀
へ
の
主
要
施
策
　
　
の
三
つ
か
ら
な
り
、
昨
年
六
月
に
国
が

策
定
し
た
「
第
四
次
全
国
総
合
開
発
計
画
」
の
考
え
方
も
踏
ま
え
な
が
ら
、

き
た
る
二
十
一
世
紀
に
向
け
て
の
構
想
を
ま
と
め
て
あ
り
ま
す
。

　
タ
イ
ト
ル
を
「
提
言
」
と
し
た
の
は
、
皆
さ
ん
に
間
い
か
け
、
意
見
や

批
判
な
ど
を
寄
せ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
た
た
き
台
と
し
て
議
論
の
場

が
広
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
か
ら
で
す
。
概
要
を
紹
介
し
ま
す
が
、

一
読
を
希
望
す
る
人
は
企
画
財
政
課
企
画
調
整
係
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

1
こ
れ
か
ら
の
地
域
社
会
を
創
る
た
め
に

　
十
日
町
市
の
現
状
は
、
①
低
迷
し
て

い
る
②
活
気
が
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

こ
れ
に
は
二
つ
の
原
因
が
あ
り
ま
す
。

　
一
つ
は
「
地
場
産
業
の
低
迷
」
。
こ

こ
十
年
間
の
工
業
出
荷
額
と
従
業
者
数

は
い
ず
れ
も
減
少
し
て
お
り
、
と
く
に

基
幹
産
業
の
繊
維
が
激
減
し
て
い
ま
す
。

も
う
一
つ
は
「
人
口
の
減
少
」
。
年
間

の
出
生
数
の
減
少
、
そ
し
て
若
者
の
激

減
に
対
し
て
高
齢
者
が
着
実
に
増
え
て

い
ま
す
。

　
産
業
が
低
迷
す
る
か
ら
若
者
が
減
り
、

若
者
が
減
る
か
ら
さ
ら
に
産
業
の
振
興

が
困
難
に
な
る
と
い
う
、
こ
の
厳
し
い

現
状
を
打
開
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
は
意
識
の
改
革
を
進
め
、

新
た
な
発
想
と
情
熱
を
も
っ
て
地
域
づ

く
り
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

H
2
1
世
紀
の
十
日
町
を
目
ざ
し
て

3
つ
の
要
素
を
備
え
た
都
市

　
二
十
一
世
紀
に
向
け
た
“
と
お
か
ま

ち
”
を
築
く
た
め
、
次
の
三
つ
の
要
素

を
兼
ね
備
え
た
都
市
を
目
ざ
す
べ
き
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
一
つ
は
『
都
会
よ
り
魅
力
の
あ
る
ま

ち
』
1
向
学
心
を
満
た
し
、
欲
し
い

情
報
が
た
や
す
く
得
ら
れ
、
先
端
の
芸

術
や
文
化
に
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
、
遊

び
心
も
満
た
し
て
く
れ
る
、
曲
豆
か
な
自

然
を
生
か
し
た
都
市
で
す
。

　
二
つ
め
は
『
他
の
都
市
よ
り
魅
力
あ

る
ま
ち
』
i
自
然
、
織
物
、
米
、
雪

な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
資
源
を
生
か
し
、
か

つ
磨
き
、
他
の
都
市
に
な
い
特
色
を
も

っ
た
よ
り
魅
力
的
な
都
市
で
す
。

　
三
つ
め
は
『
交
流
を
通
し
て
発
展
す

る
ま
ち
』
　
　
一
つ
は
川
西
町
、
津
南

町
、
中
里
村
と
の
社
会
、
経
済
、
文
化

な
ど
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
の
交
流
。
も
う

一
つ
は
リ
ゾ
ー
ト
客
と
の
交
流
で
す
。

こ
の
二
つ
の
交
流
を
通
し
て
、
み
ん
な

が
誇
り
を
も
ち
、
そ
し
て
産
業
が
生
き

づ
く
都
市
で
す
。

目
ざ
す
ユ
ー
ト
ピ
ッ
ク
構
懇

　
こ
の
都
市
づ
く
り
の
戦
略
を
『
ユ
ー

ト
ピ
ッ
ク
（
Y
O
U
I
T
O
P
I
C
）

構
想
』
と
名
づ
け
ま
し
た
。

　
こ
の
言
葉
の
趣
旨
は
、
十
日
町
に
欠

け
て
い
る
「
若
者
」
を
キ
ー
ポ
イ
ン
ト

に
し
、
　
「
人
づ
く
り
」
「
産
業
の
振
興
」

「
魅
力
あ
る
地
域
個
性
の
創
造
」
を
核

と
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
施
策
を
系
統
立
て
、

二
十
一
世
紀
の
“
と
お
か
ま
ち
”
を
市

民
と
市
が
一
体
と
な
っ
て
建
設
し
よ
う

と
い
う
も
の
で
、
こ
れ
ら
の
要
素
の
英

語
の
頭
文
字
を
な
ら
べ
た
造
語
で
す
。

ま
た
、
全
国
的
に
大
い
に
話
題
や
ト
ピ

皿
2
1
世
紀
へ
の

こ
れ
か
ら
カ
を
注
ぐ
5
施
策

　
ユ
ー
ト
ピ
ッ
ク
構
想
で
、
こ
れ
か
ら

力
を
注
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
施
策
を

五
つ
に
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

　
一
つ
は
『
新
十
日
町
人
づ
く
り
』
ー

1
活
力
を
生
み
出
す
も
と
は
人
で
す
。

各
層
か
ら
ま
ち
づ
く
り
の
企
画
案
を
募

集
し
た
り
、
研
修
の
場
を
提
供
し
た
り

し
な
が
ら
人
材
育
成
に
取
り
組
む
こ
と

で
す
。

　
二
つ
め
は
『
産
業
の
多
角
化
・
融
合

化
・
複
合
化
の
推
進
』
　
　
経
済
基
盤

を
強
い
も
の
に
す
る
た
め
に
農
業
、
織

物
、
商
業
、
新
し
い
産
業
の
四
つ
の
産

業
構
造
を
複
合
化
す
る
こ
と
で
す
。

　
三
つ
め
は
『
魅
力
あ
る
都
市
基
盤
づ

く
り
』
ー
市
民
の
皆
さ
ん
や
リ
ゾ
ー

ト
客
に
、
便
利
で
し
っ
か
り
し
た
施
設
、

楽
し
く
ふ
れ
あ
う
と
こ
ろ
、
地
域
個
性

の
香
る
と
こ
ろ
を
提
供
す
る
こ
と
で
す
。

　
四
つ
め
は
『
高
齢
者
が
生
き
づ
く
ま

ち
づ
く
り
』
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育

成
、
お
年
寄
り
が
社
会
参
加
で
き
る
シ

ス
テ
ム
な
ど
、
高
齢
化
杜
会
へ
の
的
確

な
対
応
を
す
る
こ
と
で
す
。

　
五
つ
め
は
『
雪
メ
ツ
カ
づ
く
り
』
1

　
克
雪
・
利
雪
対
策
を
さ
ら
に
進
め
る

と
と
も
に
、
雪
と
い
う
最
大
の
資
源
を

　
ッ
ク
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
ほ
し
い

　
と
い
う
願
い
も
込
め
て
い
ま
す
。

主
要
施
策

活
用
し
、
楽
し
み
、
産
業
に
ま
で
高
め

　
る
こ
と
で
す
。

ユ
ー
艶
ピ
ッ
ク
事
業
の
6
例

　
以
上
の
考
え
方
を
も
と
に
、
具
体
的

な
ユ
ー
ト
ピ
ッ
ク
事
業
の
例
を
紹
介
し

ま
す
。

　
①
あ
な
た
も
シ
テ
ィ
プ
ラ
ン
ナ
ー

　
市
民
か
ら
企
画
立
案
や
事
業
計
画
案

を
募
集
し
、
採
用
さ
れ
た
人
や
団
体
を

先
進
地
な
ど
に
派
遣
し
て
情
報
収
集
な

ど
を
進
め
る
．

　
②
ま
ち
づ
く
り
推
進
基
金

　
広
く
市
民
か
ら
寄
付
金
を
募
り
、
ま

ち
づ
く
り
推
進
基
金
を
設
置
す
る
。

　
③
ふ
る
さ
と
リ
ー
ダ
ー
バ
ン
ク

　
地
域
の
人
材
を
広
範
囲
に
掘
り
起
こ

し
、
組
織
的
に
登
録
す
る
。

　
④
十
日
町
文
化
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
高
度
情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
を
備
え
た

複
合
施
設
を
整
備
す
る
。

⑤
四
世
代
ふ
れ
あ
い
ゾ
ー
ン

　
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
の
四
世

代
が
、
楽
し
く
ふ
れ
あ
え
る
場
所
を
設

け
る
。⑥

十
日
町
新
規
事
業
株
式
会
社

　
地
域
資
源
を
活
用
し
た
新
規
事
業
を

行
う
第
三
セ
ク
タ
i
方
式
の
会
社
を
設

立
す
る
。

3　とPお，ガ蓄3昭和63年7月10日
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懸
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　市役所／階市民ホールに「健康チエツクコ　ナー」がお目見

えしました。一、ぺで手軽に＼それもほんの／分で測れる自動皿

圧機です。来庁の際はお試しくださいる

健
康
な
ま
ち
づ
く
り

　
　
　
　
ヘ
ル
ス
パ
イ
オ

　
生
き
が
い
の
あ
る
健
康
な
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
厚

生
省
で
は
昭
和
五
十
八
年
度
か

ら
「
ヘ
ル
ス
パ
イ
オ
ニ
ア
タ
ウ

ン
事
業
」
を
進
め
て
い
ま
す
が
、

当
市
も
こ
の
事
業
の
指
定
（
昭

和
六
十
三
年
度
か
ら
六
十
五
年

度
の
三
力
年
）
を
受
け
ま
し
た
。

　
ヘ
ル
ス
パ
イ
オ
ニ
ア
タ
ウ
ン

事
業
は
、
住
民
の
健
康
づ
く
り

等
の
事
業
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
る
全
国
の
市
町
村
に
、

そ
の
事
業
を
進
め
る
た
め
の
特

別
な
援
助
を
す
る
も
の
で
す
。

　
当
市
は
昭
和
五
十
四
年
か
ら

「
マ
イ
・
ラ
イ
フ
・
リ
ゾ
ー
ト
新
潟
」

　
　
　
　
君
知
事
が
当
間
地
域
な
ど
を
視
察

　
七
月
二
十
一
日
、
君
知
事
が

リ
ゾ
ー
ト
特
定
地
域
（
十
四
市

町
村
）
内
の
当
市
を
は
じ
め
中

魚
沼
、
南
魚
沼
の
八
市
町
村
を

視
察
し
ま
し
た
。

　
新
十
日
町
大
橋
の
建
設
現
場
、

上
越
国
際
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

十
日
町
コ
：
ス
、
上
越
国
際
当

間
ス
キ
i
場
、
グ
リ
ー
ン
ピ
ア

津
南
、
魚
沼
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
当

間
展
望
台
な
ど
を
見
て
回
り
ま

し
た
。

　
途
中
、
当
間
ス
キ
ー
場
で
は

水
沢
地
区
の
皆
さ
ん
や
関
係
者

約
九
百
人
が
集
ま
り
、
君
知
事

を
出
迎
え
ま
し
た
。
丸
山
市
長

と
須
藤
県
議
会
議
員
の
歓
迎
の

あ
い
さ
つ
に
次
い
で
ス
テ
ー
ジ

に
立
っ
た
君
知
事
は
、
地
元
の

歓
迎
に
対
し
て
お
礼
を
述
べ
た

あ
と
、
　
「
こ
れ
か
ら
は
多
極
分

散
の
時
代
、
自
然
に
恵
ま
れ
、

四
季
折
々
の
イ
ベ
ン
ト
が
で
き

る
こ
の
地
域
は
多
極
分
散
型
の

一
つ
の
核
と
し
て
発
展
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に

は
ア
ク
セ
ス
（
接
続
）
道
路
の

整
備
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
ま
た
開
発
に
対
し
て
は
地

元
の
皆
さ
ん
の
協
力
も
期
待
し

た
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
潟
県
で
は
、
国
の
基
礎
調

査
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
ほ
ぼ
終
了

し
、
現
在
は
基
本
構
想
の
ヒ
ア

リ
ン
グ
に
向
け
て
構
想
の
策
定

作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
二

健
康
づ
く
り
運
動
を
始
め
る
と

と
も
に
、
五
十
九
年
に
は
「
ス

ポ
ー
ツ
健
康
都
市
宣
言
」
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
六
十
年
に
は

保
健
部
門
の
基
を
な
す
「
十
日

町
地
域
医
療
計
画
」
を
策
定
し
、

健
康
管
理
体
制
や
地
域
医
療
の

確
立
を
目
ざ
し
て
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
事
業
が
認
め
ら
れ
指

定
を
受
け
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
皆
さ
ん
か
ら
参
加

し
て
い
た
だ
く
市
民
参
加
の
健

康
づ
く
り
行
事
を
計
画
し
て
い

ま
す
。
例
え
ば
、
昨
年
に
続
い

て
の
健
康
づ
く
り
フ
ェ
ア
、
ま

ア
タ
ウ
ン
事
業

た
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
！
ツ
テ
ス

ト
、
市
長
杯
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大

会
な
ど
で
す
。

　
健
康
に
つ
い
て
の

　
　
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　
ヘ
ル
ス
パ
イ
オ
ニ
ア
タ
ウ
ン

事
業
に
つ
い
て
市
報
8
月
1
0
日

号
で
詳
し
く
お
知
ら
せ
し
ま
す
っ

　
そ
こ
で
、
健
康
法
や
健
康
づ

く
り
、
健
康
と
食
事
な
ど
、
皆

さ
ん
の
家
庭
で
の
”
健
康
”
に
つ

い
て
、
七
月
二
十
五
日
㈲
ま
で

に
総
務
課
文
書
広
報
係
（
盈
5
7

1
3
1
1
1
内
線
鵬
）
へ
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

▲900人の皆さん

　が歓迎しました

》当間のすばらしさ

　話す君知事

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぶな

第1回市長杯争奪大池へら鮒釣り大会
　昨年秋に大放流。太公望の皆さん、奮ってご参加ください。

と　き／7月24日（日）雨天決行　受け付け：午前5時～　競技時間：6時

～午後3時ところ／大池参加費／1，500円（昼食つき）賞品／

1位～15位、大型賞、全員に参加賞　募集人数／先着50人　申し込み／7

月18日（月）までに、市観光協会（クロス10内智57－3345）、庭野宏平（江道

盈52－3408）、みのや食堂（本町2智57－3495）へ。
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㈱
エ
ー
ワ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

㈱
十
日
町
ワ
タ
ナ
ベ

　
縫
製
関
係
の
進
出
企
業
二
社

の
起
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

六
月
二
十
八
日
に
㈱
エ
ー
ワ
フ

ァ
ク
ト
リ
i
十
日
町
工
場
、
七

月
二
日
に
㈱
十
日
町
ワ
タ
ナ
ベ

で
す
。
と
も
に
今
秋
に
は
操
業

を
始
め
る
予
定
で
す
。

　
進
出
企
業
は
昭
和
四
十
五
年

以
来
、
こ
の
二
社
を
含
め
る
と

三
十
一
社
、
縫
製
関
係
で
は
六

社
に
な
り
ま
す
。
二
社
の
概
要

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
【
㈱
エ
ー
ワ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

　
　
　
　
　
　
十
日
町
工
場
】

　
本
社
・
東
京
都
台
東
区
、
資

が
企
業
進
出

本
金
一
千
万
円
、
是
枝
正
行
社

長
、
十
二
月
一
日
操
業
予
定
。

　
絹
織
物
の
ネ
ッ
ク
ウ
エ
ア
i

（
ネ
ク
タ
イ
、
ス
カ
ー
フ
、
マ

フ
ラ
ー
な
ど
）
部
門
の
生
産
。

　
工
場
は
明
石
工
場
団
地
に
建

設
（
敷
地
六
、
六
一
二
平
方
揖
、

鉄
骨
造
三
階
建
て
の
べ
二
、
一

五
二
平
方
訂
）
さ
れ
、
当
初
の

第
一
次
計
画
は
従
業
員
十
一
人
、

目
標
生
産
額
は
三
億
円
。

　
【
㈱
十
日
町
ワ
タ
ナ
ベ
】

　
本
社
・
堀
之
内
町
、
資
本
金

一
千
万
円
、
渡
辺
茂
社
長
、
十

月
一
日
操
業
予
定
。

　
婦
人
用
の
ス
カ
i
卜
、
ス
ラ

ッ
ク
ス
、
ス
ー
ツ
な
ど
を
製
造
。

　
工
場
は
国
道
二
五
三
号
線
沿

い
の
北
原
に
建
設
（
敷
地
八
〇

五
平
方
揖
、
鉄
骨
木
造
二
階
建

て
の
べ
四
七
五
平
方
訂
）
さ
れ
、

当
初
は
従
業
員
十
五
人
、
目
標

生
産
額
は
一
億
二
千
万
円
。

安
全
を
祈
願
す
る
㈱
エ
ー
ワ

フ
ァ
ク
ト
リ
ー
の
是
枝
社
長

第
3
8
回
社
明
運
動

　
毎
年
七
月
は
『
社
会
を
明
る

く
す
る
運
動
』
月
間
で
す
。
昭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
讃

　
一
日
、
実
行
委
員
の
皆
さ
ん

が
街
頭
啓
発
を
し
ま
し
た

明
る
い
ま
ち
、
あ
っ
た
か
い
ま
ち
へ

和
二
十
六
年
に
始
ま
っ
た
運
動

で
今
年
は
三
十
八
回
目
で
す
。

　
重
点
目
標
は
昨
年
と
同
じ
く

「
地
域
活
動
の
推
進
に
よ
る
少

年
の
非
行
防
止
と
更
生
の
援
助
」

で
す
。
六
十
二
年
中
の
刑
法
犯

で
補
導
さ
れ
た
少
年
は
十
八
万

七
千
百
九
十
二
人
、
人
口
比
で

は
約
六
十
三
人
に
一
人
の
割
合

に
な
り
ま
す
。
非
行
少
年
を
出

さ
な
い
よ
う
一
人
ひ
と
り
が
力

を
合
わ
せ
、
温
か
く
見
守
っ
て

あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

　
十
日
町
市
・
中
魚
沼
郡
実
施

委
員
会
（
十
日
町
市
、
川
西
町
、

津
南
町
、
中
里
村
）
で
は
、
①

街
頭
啓
発
（
一
日
、
商
店
街
で

チ
ラ
シ
を
配
布
）
②
社
明
広
報

（
家
庭
に
贈
る
m
章
を
配
布
）

③
公
開
ケ
ー
ス
研
究
会
（
二
十

一
日
午
後
一
時
半
～
、
農
協
福

祉
会
館
）
な
ど
、
多
く
の
活
動

を
行
い
ま
す
。

　
囹
愛
の
協
力
運
動
よ
ろ
し
く

　
昨
年
は
県
内
で
約
六
千
万
円

集
ま
り
ま
し
た
。
配
布
さ
れ
る

封
筒
に
一
口
百
円
程
度
、
今
年

も
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

卯■ト碧勤ダ
リゾー一ト開発の経済効果

　（観光と水産のまち・平戸市）

　2ユ哩縣茗“ま魯國

　
平
戸
大
橋
開
通
で
観
光
客
増

　
今
回
は
、
リ
ゾ
ー
ト
開
発
が

地
域
経
済
に
及
ぼ
す
効
果
に
つ

い
て
、
長
崎
県
・
平
戸
市
の
例

を
紹
介
し
ま
す
。
平
戸
市
は
長

崎
県
の
北
部
に
位
置
す
る
人
口

二
万
九
千
人
、
面
積
一
七
一
平

方
キ
。
癖
の
海
に
囲
ま
れ
た
島
で
、

観
光
産
業
と
水
産
業
を
中
心
と

し
て
い
ま
す
。

　
昭
和
五
十
二
年
の
「
平
戸
大

橋
」
開
通
に
よ
り
観
光
客
は
大

幅
に
増
加
し
、
そ
れ
ま
で
の
九

十
万
人
か
ら
一
挙
に
百
九
十
七

万
人
と
な
り
ま
し
た
。

　
翌
五
十
三
年
に
は
開
通
フ
ィ

バ
ー
ぶ
り
も
落
ち
着
き
百
五
十

二
万
人
に
減
少
し
た
も
の
の
、

努
力
に
よ
り
そ
の
後
は
横
ば
い

で
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
、
五

十
三
年
の
平
戸
市
経
済
へ
の
波

及
効
果
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

　
㎜
％
中
6
8
％
の
金
額
が
動
く

　
観
光
客
（
リ
ゾ
ー
ト
客
）
が

地
域
に
落
と
す
観
光
レ
ジ
ャ
i

消
費
額
（
宿
泊
費
、
飲
食
費
、

お
土
産
品
費
、
入
場
費
、
交
通

費
な
ど
）
を
一
〇
〇
％
と
す
る

と　
賃
金
、
税
、
利
潤
の
付
加
価

値
部
門
は
三
六
・
五
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
家
計
収

入
と
な
る
賃
金
は
二
二
％
で
す

の
で
、
こ
の
二
二
％
が
消
費
支

出
と
し
て
地
域
内
の
各
産
業
に

経
済
効
果
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
一
方
、
原
材
料
や
サ
ー
ビ
ス

の
購
入
（
調
理
や
材
料
、
お
土

産
品
、
営
業
用
ゆ
か
た
、
家
具
、

ガ
ソ
リ
ン
、
光
熱
水
費
、
支
払

い
利
息
な
ど
）
は
六
三
・
五
％

で
す
。
そ
の
う
ち
平
戸
市
内
で

購
入
さ
れ
た
も
の
は
七
三
・
七

％
（
全
消
費
額
の
四
六
・
八
％
）青い海に映え、まっすぐに延びる平戸大橋

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
平
戸
市
の
実
例
か
ら
推
計
す

る
と
、
百
億
円
の
観
光
消
費
が

あ
っ
た
場
合
、
賃
金
と
し
て
約

二
十
二
億
円
、
原
材
料
や
サ
ー

ビ
ス
の
購
入
と
し
て
四
十
六
億

円
も
の
金
額
が
動
い
た
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
3
次
と
隠
次
産
業
の
育
成
を

　
効
果
が
最
も
大
き
か
っ
た
の

は
三
次
産
業
で
、
サ
ー
ビ
ス
業

が
一
五
・
一
％
、
二
番
が
金
融
・

保
険
業
の
一
四
・
七
％
、
三
番

が
商
業
で
し
た
。
次
い
で
大
き

か
っ
た
の
は
一
・
五
次
産
業
と

い
わ
れ
る
水
産
食
品
や
水
産
物
、

一
般
作
物
の
加
工
・
販
売
関
係

で
し
た
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
す
る
と
、
三

次
産
業
や
一
・
五
次
産
業
、
そ

し
て
一
・
五
次
産
業
の
も
と
と

な
る
農
林
水
産
業
な
ど
の
一
次

産
業
の
育
成
を
図
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
以
上
、
平
戸
市
の
例
か
ら
も

リ
ゾ
ー
ト
開
発
が
地
域
経
済
に

大
き
な
効
果
を
及
ぼ
す
と
と
も

に
、
地
域
に
貢
献
し
て
い
る
こ

と
が
理
解
で
き
た
も
の
と
思
い

ま
す
。
効
果
を
よ
り
大
き
く
す

る
た
め
、
積
極
的
な
努
力
を
平

戸
市
の
行
政
と
民
間
が
一
丸
と

な
っ
て
進
め
た
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
で
す
。

5とお‘ガ夢3　昭和63年7月10日
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杖
を
つ
く
参
加
者
も
美
佐
島
路
健
康
ウ
ォ
ー
ク

　
東
部
地
区
体
育
協
会
（
庭
野
又
司
会
長
）
主
催
の
美
佐
島
路
健
康
ウ
オ

ー
ク
が
、
六
月
十
九
日
㈲
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
来
迎
寺
境
内
に
は
約
百
人

が
参
集
し
、
注
意
事
項
や
軽
い
体
操
の
あ
と
九
時
に
出
発
し
ま
し
た
。

　
コ
ー
ス
は
、
猿
倉
か
ら
旧
道
を
歩
い
て
菅
沼
・
大
池
ま
で
の
約
十
二
。
。

欝：離盤翻翻麟灘

親も子どもに負けずに頑張りました

始
ま
り
ま
す

の
往
復
で
す
。
参
加
者
の
う
ち
最
高
齢

者
は
七
十
八
歳
の
小
川
虎
一
郎
さ
ん

（
田
中
町
西
）
、
最
年
少
者
は
七
歳
の

西
野
洋
平
く
ん
（
本
町
五
）
と
柳
麻
季

子
ち
ゃ
ん
（
田
中
町
東
）
で
す
。

　
当
日
は
、
家
族
連
れ
も
共
に
健
脚
を

競
い
、
全
員
が
無
事
に
戻
っ
て
温
か
い

豚
汁
の
も
て
な
し
で
心
地
よ
い
汗
を
流

し
ま
し
た
。
主
催
者
は
「
回
を
重
ね
る

た
び
に
参
加
者
が
増
え
て
い
ま
す
」
と

大
喜
び
で
す
。

結
婚
促
進
事
業
ス
タ
ー
ト

　
農
業
委
員
会
で
は
「
よ
う
こ
そ
嫁
さ
ん
」
と
名
付
け
、
農
家
後
継
者
結

婚
促
進
事
業
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
六
月
二
十
七
日
㈲
に
農
協
福
祉

会
館
で
第
一
回
の
会
合
が
あ
り
、
三
十
歳
以
上
の
未
婚
者
の
両
親
な
ど
約

二
百
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
主
催
者
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
市
内
の
農
家
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

未婚男性を対象に今後も計画されます

千
八
百
八
十
七
戸
の
う
ち
　
三
十
歳
以

上
の
未
婚
者
は
三
百
五
十
九
人
（
男
三

百
十
六
人
、
女
四
十
三
人
）
、
適
齢
期
の

二
十
歳
代
の
女
性
は
三
百
三
十
四
人
と

深
刻
な
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
嫁
不
足
の
原
因
は
「
山
地
だ

か
ら
、
兼
業
だ
か
ら
」
と
い
う
問
題
で

も
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
こ
の
後
、

東
京
か
ら
松
之
山
町
に
稼
ぎ
、
「
お
母
さ

ん
春
は
ま
だ
」
の
著
書
で
知
ら
れ
る
小

見
美
晴
さ
ん
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

趨灘
灘

鰹
襯
雛
雛

鱗
，

灘
お

簑
，

鐵
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知
人
か
ら
教
わ
っ
た
こ
と
が
身
に
つ
き
ま
し
た

　
ふ
す
ま
と
障
子
張
り
を
教
わ
っ
て
三

年
に
な
り
ま
し
た
。
作
業
台
は
、
ふ
す

ま
の
廃
物
利
用
で
作
っ
た
仕
掛
け
で
す

よ
。
車
に
入
れ
る
の
に
は
折
り
た
た
み
式

越村芳平さん
　（大黒沢1　69歳）

で
な
い
と
困
る
ん
で
ね
。

　
本
職
ま
で
に
は
い
か
な
い
け
ど
、
今

ま
で
、
約
八
百
枚
ほ
ど
張
っ
て
皆
さ
ん

か
ら
喜
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
タ

バ
コ
も
吸
わ
な
い
の
で
早
い
時
間
に
作

業
は
終
わ
り
ま
す
よ
。

　
「
し
わ
が
寄
ら
な
い
よ
う
に
、
変
形

し
な
い
よ
う
に
」
隅
々
ま
で
慎
重
に
張

る
の
が
コ
ツ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　
こ
れ
か
ら
、
お
盆
や
お
祭
り
で
忙
し

く
な
る
ん
で
す
よ
。
私
は
体
が
丈
夫
な

の
で
一
番
合
っ
て
い
る
仕
事
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

「
ボ
ケ
防
止
』
だ
と
思
っ
て
何
で
も
や
り
ま
す

　
我
流
で
す
が
十
五
年
前
か
ら
近
所
で

踊
り
を
教
え
て
い
ま
す
。
み
ん
な
ば
あ

ち
ゃ
ん
に
な
り
ま
し
た
よ
。
運
動
会
の

踊
り
で
「
振
り
付
け
を
や
っ
て
く
れ
」

村山サトさん
（為永71歳）

と
言
わ
れ
て
い
る
ん
で
す
よ
。
今
年
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
ち
わ
を
持
っ
て
踊
る
こ
と
に
し
よ
う

か
な
！

　
踊
り
の
合
間
を
ぬ
っ
て
「
辻
ケ
花
」

と
い
う
ち
り
め
ん
の
糸
縫
い
を
や
っ
て

い
ま
す
。
お
か
げ
さ
ま
で
私
も
お
じ
い

ち
ゃ
ん
も
腰
が
曲
が
ら
な
く
て
年
寄
り

っ
ぽ
く
な
い
で
し
ょ
う
。

　
「
ボ
ケ
防
止
」
だ
と
思
っ
て
畑
仕
事

や
若
手
が
寿
司
屋
を
営
ん
で
い
る
の
で

そ
っ
ち
も
手
伝
い
、
何
で
も
や
っ
て
い

ま
す
。
話
し
相
手
を
見
つ
け
る
に
も
自

分
で
動
か
な
く
ち
ゃ
ね
。

6



　
　
交
通
安
全
で
村
山
さ
ん
に
総
理
大
臣
表
彰

　
三
十
三
年
間
に
わ
た
り
、
交
通
安
全
運
動
に
貢
献
し
て
き
た
村
山
利
雄

さ
ん
（
伊
達
三
・
六
十
八
歳
）
が
、
七
月
一
日
㈹
に
栄
誉
あ
る
内
閣
総
理

大
臣
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
昭
和
三
十
年
か
ら
、
交
通
量
が
多
い
国
道
一
一
七
号
線
の
ゴ
ル
フ
場
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

丸山市長に受賞の喜びを報告する村山さん

口
で
連
日
　
子
ど
も
た
ち
の
街
頭
指
導

を
続
け
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
多
年
に
わ
た
っ
て
「
愛
の
一

声
運
動
」
を
推
進
し
、
地
域
住
民
は
も

と
よ
り
子
ど
も
た
ち
か
ら
「
マ
キ
ヤ
（
屋

号
）
の
と
お
ち
ゃ
ん
」
と
呼
ば
れ
、

「
と
お
ち
ゃ
ん
、
頑
張
っ
て
ね
！
」
と

励
ま
さ
れ
て
い
ま
す
。
　
「
こ
れ
を
機
に

初
心
に
返
り
、
交
通
事
故
防
止
に
努
め

た
い
」
と
感
激
の
喜
び
を
伝
え
て
く
れ

ま
し
た
。

16

て満点

熱戦！舌戦！あなたはどちらですか

日
本
棋
院
十
日
町
支
部

　
　
　
連
絡
先
”
福
原
　
和
夫
さ
ん

　
　
　
　
　
（
禦
－
匠
。
。
8
）

　
そ
の
昔
、
囲
碁
は
占
い
や
貴
族
の
遊

び
道
具
と
し
て
親
し
ま
れ
、
今
で
は
知

的
な
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
、
囲
碁
人
口
は

全
国
で
約
二
千
万
人
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。　

日
曜
日
に
な
る
と
十
日
町
公
民
館
の

学
習
室
に
碁
盤
が
、
数
面
並
べ
ら
れ
ま

す
．
栖
川
の
流
れ
を
見
下
ろ
し
な
が
ら

静
か
に
対
局
し
て
い
る
姿
は
、
い
か
に

も
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
世
界
に
感
じ
さ
せ

ま
す
。

　
十
日
町
支
部
が
結
成
さ
れ
、
二
十
三

年
に
な
り
、
約
百
人
の
会
員
が
い
ま
す
。

思
い
思
い
の
戦
術
を
練
り
な
が
ら
囲
碁

フ
ァ
ン
が
集
ま
り
ま
す
。
会
社
員
、
医

師
、
公
務
員
な
ど
多
士
済
々
で
す
。

　
「
今
後
、
女
性
や
少
年
少
女
を
対
象

に
普
及
活
動
を
広
げ
た
い
」
と
囲
碁
歴

三
十
年
の
福
原
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

「
心
温
か
い
碁
友
と
徹
夜
で
打
ち
続
け
、

雑
念
を
一
時
的
に
捨
て
て
の
『
囲
碁
の

世
界
』
は
言
葉
で
言
い
表
わ
せ
な
い
魅

力
を
感
じ
ま
す
」
と
熱
烈
な
フ
ァ
ン
か

ら
声
が
聞
か
れ
ま
す
。
波
乱
万
丈
の
碁

盤
に
打
ち
込
む
姿
勢
は
心
と
心
の
会
話

で
す
。

　
来
年
九
月
、
ク
ロ
ス
ー
0
で
新
潟
県
囲

碁
連
盟
の
大
会
が
開
か
れ
ま
す
が
、
早

く
も
そ
の
準
備
に
忙
し
い
会
員
た
ち
で

す
。

ものはす
で味わ

轄

嬰1灘蟹徽ど二ろ

　
　
秋
に
は
記
念
誌
が
で
き
ま
す

　
商
工
振
興
会
が
発
足
し
て
三
十
五
年

で
会
員
二
十
五
人
で
す
。
ス
タ
ン
プ
事

業
を
始
め
て
三
十
年
に
な
り
ま
す
。

　
今
年
、
こ
れ
を
機
に
消
費
者
の
声
や

過
去
の
記
録
を
集
め
「
三
十
周
年
記
念

誌
」
を
発
行
し
ま
す
。

　
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
信
頼
さ
れ
る
よ

う
に
先
進
地
の
商
工
会
を
視
察
し
た
り
、

交
流
会
を
重
ね
て
勉
強
し
て
い
ま
す
。

今
年
四
月
、
約
八
十
人
の
お
客
様
を
沖

縄
へ
招
待
し
、
事
業
決
算
で
余
剰
金
が

で
れ
ば
公
園
や
広
場
に
ベ
ン
チ
を
設
置

し
た
り
　
鐙
島
小
、
真
田
小
　
吉
田
イ

に
は
教
材
用
備
品
を
寄
贈
し
て
い
ま
す
。

ま
た
　
吉
田
地
区
体
育
協
会
に
優
勝
旗

を
贈
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
　
自
ら
の
力
で
開
発
の
拠
点
を

　
春
は
史
跡
・
石
仏
公
園
の
清
掃
や
権

現
山
の
整
備
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。
鉢

の
石
仏
で
開
く
山
菜
ま
つ
り
は
、
山
の

幸
を
舌
つ
づ
み
を
打
ち
な
が
ら
、
地
域

活
性
化
の
話
に
花
が
咲
き
ま
す
。
そ
ご

で
は
、
山
菜
の
即
売
会
も
行
わ
れ
、
そ

の
収
益
金
は
吉
田
中
学
校
生
徒
会
の
活

動
資
金
に
し
て
い
ま
す
。

　
夏
は
、
商
工
会
議
所
と
親
善
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
で
親
ぼ
く
を
深
め
、
九
月

　
　
　
　
　
　
へ

に
は
味
覚
ま
つ
り
な
ど
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
　
権
現
山
の
開
発
計
画
を
少
し
手

伝
っ
て
い
ま
す
が
「
ま
ず
、
自
分
た
ち

の
力
で
開
発
す
る
こ
と
が
…
…
」
を
合

言
葉
に
六
十
二
年
に
市
や
地
区
振
興
会

の
協
力
を
得
な
が
ら
、
よ
う
や
く
山
頂

ま
で
道
を
切
り
開
く
こ
と
が
で
き
て
喜

ん
で
い
ま
す
。

　
地
域
で
眠
っ
て
い
る
馬
頭
観
世
音
を

集
め
て
祭
り
、
展
望
台
も
作
り
ま
し
た
。

市
内
は
も
ち
ろ
ん
、
遠
く
は
柏
崎
ま
で

望
む
こ
と
が
で
き
、
山
頂
か
ら
の
眺
望

は
す
ば
ら
し
卦
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
商
工
振
興
会
の
活
動
は
地
味
な
う
え

に
力
不
足
の
面
が
あ
り
ま
す
。
で
も
、

会
員
相
互
が
力
を
合
わ
せ
て
「
地
域
開

発
と
活
性
化
」
の
原
動
力
に
な
れ
ば
と

努
力
し
て
い
ま
す
。

7とおガ夢3昭和63年7月10日
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建設課では＼市民生活の中で 要望の多い道路の建設や改良を

担当しています。そこで水沢商工 会の代表者のひとりである吉田貞

夫さん（士市4）と吉沢登美雄建 設課長からお話をしていただきました。

灘　
市
道
の
長
さ
は

　
　
　
　
　
約
4
2
0
キ
ロ

吉
田
　
私
は
道
路
に
強
い
関
心
を
も
っ

て
い
ま
す
が
、
ま
も
な
く
、
八
月
に
な

る
と
、
　
「
道
路
を
ま
も
る
月
間
」
に
な

り
ま
す
ね
。
そ
こ
で
建
設
課
で
は
、
市

道
の
改
良
な
ど
の
ほ
か
、
ど
ん
な
仕
事

を
し
て
い
る
の
か
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

吉
沢
　
そ
う
で
す
ね
。
監
理
・
土
木
・

住
宅
・
用
地
の
四
係
あ
り
、
監
理
係
は

市
道
認
定
や
維
持
管
理
の
ほ
か
、
道
路

の
占
用
許
可
を
。
土
木
係
は
今
、
建
設

中
の
新
十
日
町
大
橋
や
道
路
の
新
設
・

改
良
を
。
住
宅
係
は
市
有
建
築
物
の
設

計
監
理
、
建
築
確
認
申
請
、
公
営
住
宅

の
建
設
・
維
持
管
理
を
。
用
地
係
は
道

路
改
良
に
伴
う
用
地
の
取
得
、
移
転
補

償
な
ど
の
仕
事
に
そ
れ
ぞ
れ
当
た
っ
て

い
ま
す
。

吉
田
　
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。
道
路
は

地
域
の
発
展
や
産
業
、
市
民
生
活
の
向

上
に
大
き
な
役
割
を
果
し
て
い
ま
す
ね
。

市
内
の
道
路
網
の
概
要
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。

吉
沢
　
国
道
は
一
一
七
号
線
と
こ
れ
に

交
差
す
る
二
五
二
号
線
、
二
五
三
号
線

の
三
本
で
総
延
長
は
約
四
七
キ
。
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
県
道
は
主
要
地
方
道
五
本
と
一
般
県

道
十
六
本
で
一
三
〇
キ
。
で
す
。
市
道
は

九
百
五
十
五
本
で
四
二
〇
，
。
が
市
内
に

走
っ
て
い
ま
す
。

吉
田
　
市
道
は
本
数
も
多
く
、
改
良
に

伴
う
用
地
の
取
得
が
大
変
で
し
ょ
う
ね
。

冬
期
間
の
除
雪
や
緊
急
時
の
こ
と
を
考

え
る
と
狭
い
所
が
、
ま
だ
ま
だ
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
ね
。

吉田貞夫さん

灘　
雪
を
考
慮
し
た

　
　
　
　
　
道
路
づ
く
り
を

吉
沢
　
除
雪
体
制
の
整
備
は
言
う
ま
で

も
な
く
、
道
路
構
造
は
雪
を
考
え
た
道

幅
、
雪
が
あ
っ
て
も
滑
べ
ら
ず
に
登
れ

る
坂
道
な
ど
の
「
雪
に
強
い
道
路
づ
く

り
」
を
目
ざ
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
子
ど
も
の
通
学
路
や
危
険
度

の
高
い
所
か
ら
地
元
の
協
力
を
得
な
が

ら
計
画
的
に
改
良
を
進
め
て
い
ま
す
。

吉
田
　
関
越
自
動
車
道
や
北
陸
自
動
車

道
の
開
通
で
交
通
量
の
増
大
は
確
か
で

す
ね
。
そ
れ
に
通
じ
る
国
・
県
道
は
も

ち
ろ
ん
、
市
民
の
日
常
生
活
に
最
も
身

近
な
市
道
の
整
備
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
り

ま
す
ね
。

吉
沢
　
限
ら
れ
た
予
算
で
地
権
者
の
同

意
を
得
な
が
ら
努
力
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

吉
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
設

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
建

　
　
　
　
　
　
　
　
　
雄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
美

　
　
　
　
　
　
　
　
　
燈

　
　
　
　
　
L
纏
吉

裏
通
り
や
団
地
に
入
れ
ば
除
雪

は
人
海
戦
術
の
所
が
あ
り
ま
す
。
も
う

少
し
予
算
を
つ
け
て
い
た
だ
い
て
、
道

幅
を
広
げ
る
と
除
雪
や
事
故
防
止
に
も

大
変
役
立
つ
と
思
い
ま
す
。

吉
沢
　
ぜ
ひ
、
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
を
や

っ
て
積
極
的
に
取
り
組
み
た
い
で
す
ね
。

蝋
吉
田

宮
ま
で
の
幹
線
市
道
が
で
き
て
ラ
ッ
シ

ュ
時
の
交
通
渋
帯
が
緩
和
さ
れ
ま
し
た
。

十
日
町
橋
付
近
は
す
ご
い
で
す
ね
。

吉
沢
　
そ
れ
を
緩
和
す
る
た
め
、
新
十

日
町
大
橋
を
着
工
し
た
わ
け
で
す
。
総

事
業
費
が
約
二
三
億
三
千
万
円
、
長
さ

は
約
四
〇
〇
屑
で
す
。
六
十
七
年
度
に

は
通
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

吉
田
　
と
て
も
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
ね
。

そ
の
橋
が
完
成
す
る
と
川
西
町
を
は
じ

め
、
近
隣
町
村
の
交
通
の
流
れ
も
よ
く

な
り
、
経
済
が
活
発
に
な
り
ま
す
ね
。

67

年
度
に

　
新
十
日
町
大
橋
開
通

　
二
七
号
線
は
城
之
古
か
ら
新

灘　
道
路
改
良
で

　
　
　
　
町
並
み
の
再
整
備

吉
沢
　
雪
国
ら
し
い
特
色
の
あ
る
橋
に

な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
　
一

一
七
号
線
は
土
市
で
道
路
改
良
が
進
み
、

見
違
え
る
よ
う
に
な
り
、
町
並
み
景
観

が
よ
く
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

吉
田
　
都
会
で
よ
く
見
ら
れ
ま
す
け
ど

街
路
に
プ
ラ
タ
ナ
ス
や
ケ
ヤ
キ
を
植
栽

し
て
美
観
を
保
っ
て
い
ま
す
ね
。
道
路

わ
き
の
建
物
も
色
彩
を
工
夫
す
れ
ば
、

歩
行
者
や
ド
ラ
イ
バ
ー
が
楽
し
め
ま
す

し
ね
。

灘　
建
替
え
で

　
　
　
モ
ダ
ン
な
市
営
住
宅

吉
沢
　
こ
れ
か
ら
、
道
路
網
の
整
備
な

ど
が
進
む
に
つ
れ
、
そ
う
い
っ
た
「
道

づ
く
り
」
が
大
切
に
な
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
建
設
課
で
は
市
営
住
宅

百
九
十
三
戸
、
県
営
住
宅
八
十
四
戸
を

管
理
し
て
い
ま
す
。

吉
田
　
か
な
り
古
い
住
宅
も
見
ら
れ
ま

す
が
建
替
え
の
計
画
は
あ
る
の
で
す
か
。

吉
沢
　
田
川
市
営
住
宅
、
八
幡
田
市
営

住
宅
と
谷
内
丑
市
営
住
宅
の
一
部
は
、

す
で
に
木
造
か
ら
鉄
筋
に
建
替
え
が
終

わ
っ
て
入
居
者
か
ら
喜
ん
で
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
谷
内
丑
が
完
成
し
た
後
は
、

老
朽
化
し
た
四
日
町
市
営
住
宅
の
建
設

を
計
画
し
て
い
ま
す
。

吉
田
　
だ
れ
で
も
入
居
で
き
る
の
で
す

か
。吉

沢
　
い
く
つ
か
の
条
件
が
あ
り
ま
す
。

一
定
の
収
入
基
準
に
合
う
こ
と
や
住
所

要
件
を
満
た
す
こ
と
で
す
。
単
身
者
の

申
し
込
み
も
あ
り
ま
す
が
、
原
則
的
に

は
同
居
者
の
あ
る
人
で
す
。

吉
田
　
な
か
な
か
モ
ダ
ン
な
市
営
住
宅

で
す
か
ら
、
住
宅
を
探
し
て
い
る
方
は

一
度
ぜ
ひ
見
学
し
て
み
る
の
も
い
い
と

思
い
ま
す
。

吉
沢
　
今
ま
で
お
話
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
が
、
何
と
言
っ
て
も
皆
さ
ん
の

ご
理
解
と
ご
協
力
が
な
け
れ
ば
住
み
よ

い
環
境
基
盤
は
で
き
あ
が
り
ま
せ
ん
。

今
後
も
皆
さ
ん
と
話
し
合
い
な
が
ら
仕

事
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

8



鷺　　　　－
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　・豆腐…半丁・ひき肉…／508・ネ
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善
u
…

綾子さん橋本

（藝5ま『鑛）

　
お
年
寄
り
に
も
、
お
勧
め
で
き
ま
す

　
わ
が
家
は
三
歳
の
子
ど
も
か
ら
、
大

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
ま
で
総
勢
八
人
の
大
家

族
で
す
。
こ
の
ハ
ン
バ
ー
グ
は
、
卵
や

パ
ン
粉
を
使
わ
ず
、
豆
腐
を
つ
な
ぎ
に

使
っ
て
い
る
の
で
、
食
べ
る
と
少
し
パ

サ
つ
く
よ
う
な
感
じ
が
し
ま
す
が
、
ソ

ー
ス
に
よ
っ
て
だ
れ
で
も
食
べ
ら
れ
、

脂
っ
ぽ
い
も
の
が
苦
手
の
お
年
寄
り
の

い
る
家
庭
に
は
、
お
勧
め
の
一
品
で
す
。

〈
作
り
方
〉
①
豆
腐
は
よ
く
水
切
り
す

る
。
．
…
：
ポ
イ
ン
ト
。

　
②
ネ
ギ
、
ニ
ン
ニ
ク
、
シ
ョ
ウ
ガ
は

、
・
、
ジ
ン
切
り
す
る
。

　
③
ひ
き
肉
と
①
②
を
よ
く
混
ぜ
る
。

　
④
③
の
中
に
す
り
ご
ま
、
ご
ま
油
、

し
ょ
う
ゆ
を
入
れ
（
香
り
づ
け
）
、
塩
、

コ
シ
ョ
ウ
で
味
つ
け
す
る
。

　
⑤
二
つ
に
分
け
て
形
を
と
と
の
え
、

軽
く
た
た
い
て
空
気
抜
き
を
す
る
。

　
⑥
熱
が
よ
く
通
る
よ
う
に
、
斜
め
に

切
れ
目
を
入
れ
る
。
…
…
ポ
イ
ン
ト
。

　
⑦
ホ
ッ
ト
プ
レ
ー
ト
を
温
め
、
低
温

で
焼
く
。
　
（
フ
ラ
イ
パ
ン
の
時
は
、
火

加
減
に
注
意
）

　
⑧
器
に
盛
り
、
好
み
に
よ
り
、
レ
モ

ン
じ
ょ
う
ゆ
、
か
ら
し
酢
じ
ょ
う
ゆ
、

ケ
チ
ャ
ッ
プ
、
タ
ル
タ
ル
ソ
ー
ス
等
を

か
け
る
。
　
（
つ
け
あ
わ
せ
に
は
、
季
節

の
野
菜
を
）

．
●
●
●
●
●
◎
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

ロ駄

　犬や猫が大好きだよ。カニや力工ルも大好き。今．

カニとオタマジャクシがいるよ。ビールのコマーシ

ャルおもしろいよね。お父さんがコクンと言うんだ。

晴れた日はいつも外だよ。僕は車＼僕のあとをお一田

さんもおばあちやんも競争だよ。

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

　西保育所
⑬

塚。『難㌦み｛5臆し驚離

ヒキガエルの赤ちゃん。

田んぽで取ってみんなで
観察したんだ。大きくな
るようにパンもあげたよ。

　　灘鑓罰臨，蕪

　　　　　　　　　　6　　　　　　　　太
　講　　　購縫　　　く　歳

　　　　　　　　ん　）

「
お
父
さ
ん
の
日
」
の
た
め
に
か
い
た
の
。
ブ
レ
ゼ

ン
ト
も
あ
げ
た
の
。
と
て
も
よ
ろ
こ
ん
だ
よ
。

富井こず恵ちゃん

　　　（4歳）

串やンハスだより

　
校

16

学
帆
中

V　
南

知性・活力

汗を流し心をたがやす活動

〈教育目標〉

〈重点目標〉

晶
あ
い
さ
つ
運
動

　
“
あ
い
さ
つ
南
中
”
と
い
わ
れ
る
わ

が
校
で
は
、
　
「
あ
お
い
さ
ん
ご
し
ょ
う

運
動
」
と
い
う
ス
ロ
！
ガ
ン
を
た
て
今
、

一
生
懸
命
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

一青いサンゴ礁運動一
わやかなあいさつあ、ヨ・れる学校にしょう！一

おいサンゴしょお
おいさ　ごし　おはたよ　 ちつ　 ね

よだう　そご』　が
う歎　詩　享
　　　　　　　　す

ぞ
あ
あ
り
が
と
う

晶
テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス

　
父
兄
の
皆
さ
ん
に
、
も
っ
と
南
中
の

こ
と
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
テ
レ
フ

ォ
ン
サ
ー
ビ
ス
を
し
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
、
ぜ
ひ
暦
57
1
0
6
0
0
に
か
け
て

く
だ
さ
い
。

晶
人
文
字
コ
ン
テ
ス
ト

　
今
年
二
月
に
日
本
テ
レ
ビ
の
人
文
字

コ
ン
テ
ス
ト
に
参
加
し
ま
し
た
。
入
賞

は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
み
ん
な
が

吹
雪
の
中
、
歯
を
く
い
し
ば
っ
て
頑
張

り
ま
し
た
の
で
満
足
し
て
い
ま
す
。

、
．
，
耀
－

夢
糊

欝
　
沌

　
十
日
町
の
き
も
の
に
挑
戦
。
生

徒
会
の
綿
密
な
作
戦
と
練
習
で
＼

雪
ま
つ
り
カ
ー
ニ
バ
ル
会
場
に
き

も
の
美
人
が
誕
生
し
ま
し
た
。

晶
知
性
・
活
力
・
南
中

・
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
校
舎
側
の
土
手
に
は
、

「
知
性
・
活
力
・
南
中
」
と
い
う
わ
が

校
の
基
本
方
針
が
芝
桜
で
レ
タ
リ
ン
グ

さ
れ
て
い
ま
す
。

鞭
郷

羅

　昨年＼親と子の奉仕作業によって完

成しました。一冬越えた今年は一斉に

開花し＼芝桜をみる会を開きました。

9とおガ夢3昭和63年7月10日
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国
民
健
康
保
険
料
率
決
ま
る

　
こ
の
ほ
ど
昭
和
6
3
年
度
分
の
　
　
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
料
率
が
、
つ
ぎ

　　国民健康保険料率表

　　　　　　（　）内は昭和62年度

囹所得割　4．31％　　　（4．49％）

囹資産割45．4％　　　（46．5％）

囹被保険者均等割……17，200円

　　　　　　　　　　（16，600円）

囹世帯別平等割・隻・……20，900円

　　　　　　　　　　（20，500円）

①保険料総額は9億2，824万円（1世

　帯当たり144，114円）となります。

②保険料の納期は8期です。

③保険料の年額に100円未満の端数が

　生じたときは切り捨てます。

④第2期以降の保険料に1，000円未満

　の端数があるときは第1期に加算し

　ます。
1．．．．．一一．．一．騨艦

精
神
衛
生
相
談
お
㌶
軽
に
ど
う
ぞ

す
。■

と
　
き
　
7
月
2
6
日
ω◎
午
後

1
時
3
0
分
～
3
時

■
と
こ
ろ
　
十
日
町
保
健
所

■
担
当
医
　
石
田
院
長
（
五
日

町
病
院
）

■
申
し
込
み
　
十
日
町
保
健
所

（
奮
57
　
2
4
0
0
）
ま
た
は

保
健
衛
生
課
保
健
衛
生
係
（
盈

内
線
儲
・
㎜
）
へ
。

者
講
習
会

■
受
講
資
格
　
危
険
物
の
取
扱

作
業
に
従
事
し
て
一
年
以
内
の

人
。■

申
し
込
み
　
7
月
1
3
日
㈲
～

20

日
困
ま
で
に
消
防
本
部
（
奮

57

　
1
5
5
5
）
へ
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嘲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　薗　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　騨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　薗　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　聯　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　幽　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　需　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　幽　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　薗　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　幽　　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　甲　　　　　一　　　　騨　　　　一　　　一　　　一　　一　　一　一　一一
一

衛生施設組合：から

　　　お願いします

　
▼
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
気
味
で
眠
れ

な
い
▼
仕
事
を
し
な
く
な
り
、

人
に
会
う
の
を
い
や
が
る
▼
他

人
の
こ
と
や
、
さ
細
も
な
い
こ

と
が
気
に
な
る
▼
学
校
に
行
か

な
い
▼
乱
暴
を
ふ
る
う
ー
こ

ん
な
悩
み
の
あ
る
方
は
お
気
軽

に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。
代
理

の
方
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
相

談
は
無
料
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま

危
険
物
取

　
県
危
険
物
安
全
協
会
で
は
、

保
安
講
習
会
を
開
き
ま
す
。

■
と
　
き
　
8
月
2
9
日
㈹
午
後

1
時
～

■
と
こ
ろ
　
ク
ロ
ス
ー
0
（
本
町

6
i
1
）

……『…一……扱一一…一一…一一一……一……一

辮
役
簸
ぽ

　
　
　
　
　
薗

　
毎
年
、
夏
に
な

る
と
皆
さ
ん
の
家

庭
で
は
残
飯
、
ス

イ
カ
な
ど
水
分
を

含
ん
だ
燃
え
に
く

い
ゴ
ミ
が
多
く
な

り
ま
す
。
こ
れ
を

燃
や
す
に
は
大
量
．

の
重
油
を
使
用
し

な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　
水
切
り
を
十
分
に
し
て
か
ら

出
す
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
可
燃
物
や
不
燃
物
を

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
す
時
は
、

日
時
を
き
ち
ん
と
守
っ
て
き
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
な
ま
ち
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
事
業
所
の
ゴ
ミ
（
産

業
廃
棄
物
）
に
つ
い
て
は
、
左

記
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
㈲
十
日
町
廃

棄
物
清
掃
公
社
（
盈
5
2
　
3
7

6
3
）
ま
た
は
㈲
グ
リ
ー
ン
清
掃

社
（
奮
5
2
　
2
9
8
7
）
へ
。

手
話
講
習
会

　
手
話
で
あ
い
さ
つ
や
自
己
紹

介
を
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

昌
と
　
き
　
7
月
2
0
日
困
・
2
2

日
㈹
・
2
7
日
困
・
2
9
日
㈹
／
8

月
3
日
㈲
・
5
日
㈹
・
1
0
日
㈲

12

日
㈹
・
1
7
日
㈲
・
1
9
日
㈹
・

24

日
困
の
午
後
7
時
～
9
時

■
と
こ
ろ
　
十
日
町
公
民
館

■
申
し
込
み
　
市
社
会
福
祉
協

議
会
（
智
内
線
悩
）
へ
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　幽　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　幽　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　幽　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　幽　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曹　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岬　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　幽　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　騨　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　一　　　　一　　　椰　　　一　　一　　一　一　一
一一

盈
騨
ー
3
羅
籍
羅
攣
蚕
4
8
帯
歳
町
3
－
3
）
灘
婁

『
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
室
く
じ
』
の
発
売

　
こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、

市
町
村
の
災
害
対
策
と
明
る
く

住
み
よ
い
街
づ
く
り
等
に
使
わ

れ
ま
す
。

■
発
雪
冗
概
要

ω
発
売
額
　
拗
億
円

鋤
1
等
6
千
万
円
㎜
本

⑥
1
等
の
前
後
賞
　
！
千
㎜
万

　
円
　
㎜
本

ω
1
等
＋
前
後
賞
　
9
千
万
円

㈲
特
別
賞
（
デ
ラ
ッ
ク
ス
・
カ

　
i
賞
　
1
千
万
円
　
謝
本
、

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
カ
ー
賞
　
㎜

万
円
　
5
、
2
0
0
本
）

■
発
由
冗
方
法

　
予
約
制
（
官
製
往
復
ハ
ガ
キ

に
よ
る
申
し
込
み
ま
た
は
店
頭

予
約
券
に
よ
り
ま
す
）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　騨　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　儒　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　薗　　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　一　　　　一　　　一　　　一　　一　　一　－　一一幽

■
予
約
受
付

　
7
月
1
5
日
㈹
～
2
5
旦
㈲
ま
で
。

■
申
し
込
み

ω
予
約
券
の
場
合
　
全
個
宝
く

　
じ
士
冗
場

の
官
製
往
復
ハ
ガ
キ
の
場
合

　
〒
㎜
　
東
京
中
央
郵
便
局
留

　
置
　
第
一
勧
業
銀
行
・
宝
く

　
じ
部

■
購
入
枚
数

　
ハ
ガ
キ
ー
枚
ま
た
は
予
約
券

1
枚
で
、
宝
く
じ
3
0
枚
ま
で
講

入
で
き
ま
す
。

■
引
換
期
間
　
8
月
2
5
日
㈲
～

9
月
9
日
㈹
ま
で
に
全
国
の
宝

く
じ
士
冗
場

■
抽
せ
ん
日

　
9
月
2
2
日
㈲

施
設
見
学
会
が
始
ま
り
ま
す

　
と
お
か
ま
ち
を
よ
り
多
く
知

っ
て
い
た
だ
こ
う
と
今
年
も
施

設
見
学
会
を
行
い
ま
す
。

■
と
　
き
　
7
月
2
8
日
㈲
／
8

月
2
日
ω℃
・
3
日
㈲
・
4
日
㈲

5
日
㈹
・
m
日
㈲
・
n
日
㈲
・

23

日
ω◎
の
8
回
、
午
前
9
時
～

午
後
4
時
（
午
前
8
時
4
5
分
市

役
所
集
A
・
）

■
参
加
費
　
㈱
円
（
傷
害
保
険

料
）
昼
食
は
各
自
負
担
で
す
。

■
申
し
込
み
　
7
月
1
5
日
㈹
ま

で
に
総
務
課
文
書
広
報
係
（
奮

内
線
鵬
・
脳
）
へ
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　“　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　〇　　　　　　一　　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　一　　　　一　　　甲　　　一　　一　　甲　一　一一一

■
そ
の
他
　
モ
ニ
タ
ー
と
し
て

簡
単
な
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　
モ
一
ア
ル
コ
ー
ス

　
市
役
所
開
↓
卸
売
市
場
↓
衛

生
セ
ン
タ
i
↓
博
物
館
・
総
合

体
育
館
↓
下
水
処
理
セ
ン
タ
ー

↓
陸
上
競
技
場
↓
ク
ロ
ス
⑳
（
昼

食
）
↓
あ
じ
さ
い
公
園
↓
魚
沼

ス
カ
イ
ラ
イ
ン
↓
リ
ゾ
ー
ト
重

点
整
備
地
区
↓
弁
天
池
↓
市
役

所
（
融
雪
実
験
棟
）
㈲
※
そ

の
ほ
か
　
下
条
中
央
公
園
、
神

宮
寺
な
ど
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

ユ0

》と　き　7月26日（火）午前6時10分

》ところ　水沢小学校グラウンド
ラジオ体操1，000人集会



　
第
昭
國

■
と
き
7
月
2
4
日
㈹
～
3
1

日
㈹
午
前
9
時
～
午
後
6
時

（
最
終
日
は
午
後
4
時
終
了
）

■
と
こ
ろ
　
堀
之
内
町
公
民
館

■
入
場
料
　
一
般
枷
円
、
高
校

生
㎜
円
、
小
・
中
学
生
㎜
円

■
前
売
券
　
十
日
町
公
民
館

（
盈
57

－
5
1
1
1
）
で
発
売

第
7
画

■
主
催
飛
渡
地
区
体
育
協

会
、
飛
渡
地
区
公
民
館

■
と
き
7
月
1
0
日
㈹
（
小

雨
決
行
）
午
前
9
時
に
飛
一
小

学
校
出
発
（
8
時
3
0
分
集
合
）
↓

笠
置
山
キ
ャ
ン
プ
場
（
昼
食
）

↓
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
飛
一
小
学

校
へ
、
午
後
3
時
解
散
。

■
参
加
費
　
小
学
生
以
下
㎜
円
、

中
学
生
以
上
姻
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

『
県
展
・
堀
之
内
特
別
展
』

し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
堀
之
内
町
公

民
館
（
〒
鰯
　
7
4
北
魚
沼
郡
堀

之
内
町
大
字
堀
之
内
㎜
番
地
盈

0
2
5
7
9
－
4
1
4
1
1
1
）

ま
た
は
新
潟
日
報
社
（
〒
胴

新
潟
市
西
堀
通
3
盈
幡
ー
詔
ー

7
7
1
1
）
へ
。

笠
置
山
八
イ
キ
ン
グ

　
昼
食
時
に
は
豚
汁
の
サ
ー
ビ

ス
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
参
加

者
全
員
に
完
歩
賞
、
写
真
、
ジ

ュ
ー
ス
な
ど
を
差
し
上
げ
ま
す
。

■
持
ち
物
　
昼
食
、
お
わ
ん
、

は
し
、
雨
具
、
ビ
ニ
ー
ル
風
呂

敷
■
申
し
込
み
　
7
月
8
日
㈹
ま

で
に
飛
渡
地
区
公
民
館
（
盈
5
9

1
2
0
3
2
）
へ
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　騨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　噛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　唱　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　幽　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　曹　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　聯　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　願　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　騨　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　騨　　　　　　　　一　　　　　　　－　　　　　　　一　　　　　　㌣　　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　一　　　　一　　　一　　　一　　一　　一　一　一一一

　
　
会
．
と
）
き
8
旧

　
　
大
籠
ぺ
編

子
球
延
）

ツ
響
7

ビ
里
〈
開
会
式
〉

チ
年
6
日
午
前
8
時
3
。

／
少
分
～
笹
山
野
球
場

れ
　
　
　
　
〈
2
．
3
回
戦
〉

ば
　
麟
心
　
7
日
午
前
9
時
～

ん
a
〈
準
決
勝
・
決
勝
〉

が
第
8
日
午
後
－
時
～

笹
山
野
球
場

■
と
こ
ろ
　
笹
山
野
球
場
、
信

濃
川
運
動
公
園
A
・
B
・
C

■
チ
ー
ム
編
成
　
市
内
在
住
の

小
学
生
を
対
象
と
し
、
同
一
町

内
で
編
成
で
き
な
い
と
き
は
隣

接
町
内
で
編
成
可
と
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
　
7
月
2
5
日
㈲
午

後
5
時
ま
で
に
体
育
課
（
盈
5
2

1
4
3
7
7
）
へ
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　騨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　白　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　働　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　層　　　　　　　　一　　　　　　　暉　　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　甲　　　　　一　　　　　一　　　　一　　　　一　　　一　　　一　　一　　一　甲　一一一

『
市
民
プ
ー
ル
』
オ
ー
プ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
夏
で
す
。
い
よ
い
よ
市
民
プ

ー
ル
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

お
得
な
n
回
券
が
あ
り
ま
す
。

7／9（土）～8／12㈹午前9時～午後7時

8／13（土）～8／31㈱午前9時～午後6時

入場料 一般、高校生 小・中学生 幼児

1回券 200円 100円 50円

11回券
2，000円 1，000円 500円
市民プール・総合体育館で販売します。

｝
※
幼
児
や
小
学
生
が
入
場
す
る

　

一
場
合
は
、
保
護
者
同
伴
で
す
。

一
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぜ

蹴
．撚 蝋

ギラッと照りつける夏の避暑地

匿曝簗通巽塗串館鎗ぺ矯卸

～夏の交通事故防止運動～　諭

　7月21日休）～8月20日（土）

　　6月中の交通事故発生状況（　）累計

市　町　村 発生件数 負傷者数 死者数

十日町市
63年 14（53） 18（63） O（2）

62年 8（35） 9（38） 0（1）

川西町
津南町
中里村

63年 5（22） 5（31） 0（1）

62年 4（19） 4（24） 0（0）

計
63年 19（75） 23（94） O（3）

62年 12（54） 13（62） O（1）

職爵原付●二輪事故が増えている！

　　　　四輪車と併走しながら交差点

に入って来た自動二輪車が、いきなり左

折を始めた四輪車と衝突。このような事

故が増えています。交差点だけでなく、

どんな場所でも大きな車と併走するのは

避け、右前方、右横の車の動きに注意し

てください。

体
育
指
導
委
員
が
出
前
指
導

　
夏
休
み
中
に
町
内
単
位
や
学
　
一
内
や
学
校
は
体
育
課
（
盈
52
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド

校
単
位
に
ラ
ジ
オ
体
操
の
出
前
　
一
4
3
7
7
）
へ
。
ラ
ジ
オ
体
操

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

指
導
を
し
ま
す
。
希
望
す
る
町
　
一
で
体
を
鍛
え
ま
し
ょ
う
。

7
月
体
育
施
設
の
無
料
開
放
臼
は
雄
臼
㊤
で
す

電
脚

停
胴

業
哨

作
鮒

　7月21日休）午前4時～7時◆土市

1・2・3・4の各一部（市報6月

25日号でお知らせした同地域の停電

時間が上のとおり変更になりました）

　7月27日㈱午前9時半～11時半

◆中町、下町、中条旭町、中条島の

部一各

噸
ナ
イ
タ
ー

雛
　
陸
よ
竸
技
大
会

■
と
　
き
　
7
月
2
3
日
ω
午
後

6
時

■
と
こ
ろ
　
陸
上
競
技
場

■
参
加
費
　
大
人
は
1
種
目
に

つ
き
㎜
円
、
中
・
高
校
生
は
1

種
目
に
つ
き
㎜
円

■
申
し
込
み
　
7
月
1
6
日
ω
正

午
ま
で
に
体
育
課
（
智
5

2
1
4

3
7
7
）
へ
。

さんの努力により、全国的にも有数の災害防止対策を

進めています。しかし、墜落や木工機械などによるケ

ガや死亡災害が多く発生しています。

施工業者・作業者の皆さんへ！

，〉必ず現場責任者を酉己置してください。

レ墜落災害防止に万全を期してください。

レ木工機械や材料運搬など十分注意してください。

　　木造建築工事の災害防止

各地で住宅の新築工事が盛んです。住宅の解体、建築

，　／　　　　工事に伴い、労働災害が発生していま

＼βし　バ　　　す。十日町労働基準監督署管内では、

　　　　　　　全産業労働災害の25％が木造建築によ

　　鞠畿欝蝉　　大工さんをはじめ、建築関係者の皆

まちづくり懇談会1目程変更》吉田地区の7月28日㈱

が8月8臼㈲に変わりました。》会場は変わりません。
ユユと・∂監ガ夢3昭和63年7月10日
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手識りのキレ見本

　
諏
訪
町
の
宮
本
公
園
に
立
っ
て
い
る

「
宮
本
茂
十
郎
君
碑
」
の
裏
面
に
は
、

”
文
政
年
間
の
人
、
国
産
絹
縮
之
元
祖
”

と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

茂
十
郎
は
、
京
都
西
陣
出
身
の
織
物

の
渡
り
職
人
で
、
文
政
十
二
年
（
一
八

二
九
）
十
日
町
へ
初
め
て
高
機
（
た
か

ば
た
）
を
伝
え
、
透
綾
（
す
き
や
）
と

　
づい

う
明
石
ち
ぢ
み
の
も
と
に
な
っ
た
絹

織
物
の
技
法
を
伝
授
し
た
功
労
者
だ
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
先
般
、
織
物
組
合
の
資
料
室
か
ら
、

茂
十
郎
自
ら
が
織
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る

キ
レ
見
本
を
は
っ
た
明
治
四
年
の
「
雛

形
帳
」
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
先
日
亡
く
な
ら
れ
た
長
岡
市

在
住
の
樋
口
平
次
郎
氏
が
、
昭
和
三
年

に
織
物
組
合
へ
寄
贈
し
た
樋
口
家
伝
来

の
見
本
帳
で
す
。

　
樋
口
家
は
、
十
日
町
き
っ
て
の
古
い

ハ
タ
ヤ
で
、
平
次
郎
氏
の
父
は
明
治
の

織
物
業
界
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
っ
た
樋
口

常
太
郎
氏
で
す
。
●
「
雛
形
帳
」
は
祖
父

佐
七
氏
時
代
の
も
の
で
、
十
四
紬
．
×
三
・

五
紬
．
の
子
持
縞
の
透
綾
の
脇
に
、
　
．
元

祖
飯
塚
茂
重
郎
殿
　
十
日
町
ニ
テ
織
初

メ
ノ
見
本
ニ
テ
樋
口
八
十
八
方
ヨ
リ
賜

ル
”
と
あ
り
、
十
五
紬
、
×
十
抽
．
の
鰹
縞

の
キ
レ
に
も
．
飯
塚
茂
重
郎
君
前
同
断
”

と
書
か
れ
、
明
治
二
十
年
に
隣
家
の
樋

口
八
十
八
氏
か
ら
譲
り
受
け
た
旨
し
る

さ
れ
て
い
る
十
日
町
最
古
の
絹
ち
ぢ
み

の
遺
品
で
す
。
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す

艸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
品

塀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
遺

漁
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
な

樋
口
八
十
八
家
は
本
町
二
丁
目
に
あ

、
ち
ぢ
み
問
屋
の
丸
屋
（
現
樋
口
薬

　
の
分
家
で
、
屋
号
を
呉
服
屋
と
い

、
丸
屋
と
共
に
茂
十
郎
の
織
っ
た
製

　
　
　
　
　
　
　
　
、
茂
＋
郎
手
織

り局
）

い品
を
扱
っ
て
い
た
の
で

り
の
キ
レ
を
所
蔵
し
て
い
た
可
能
性
は

十
分
に
あ
る
わ
け
で
す
。

　
ま
た
、
こ
の
記
事
に
よ
っ
て
茂
十
郎

は
飯
塚
茂
重
郎
で
あ
り
”
茂
重
さ
”
と

呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
も
明
ら
か
で
す
。

一43一

　
「
第
十
八
回
J
C
青
年
の
船
」
に

　
　
　
　
　
　
参
加
し
た
青
年

　
　
　
　
　
　
曽
根
　
昭
広
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
（
池
　
谷
・
2
4
歳
）

　
「
大
自
然
の
中
に
身
を
置
き
、
全
国

の
仲
間
と
交
流
を
深
め
て
ど
れ
だ
け
友

達
が
で
き
る
か
、
挑
戦
し
て
み
た
か
っ

た
か
ら
で
す
」
と
そ
の
動
機
を
。
六
月

七
日
か
ら
十
九
日
ま
で
の
十
三
日
間
、

「
第
十
八
回
J
C
青
年
の
船
」
に
乗
り
、

船
上
研
修
を
終
え
て
き
た
曽
根
さ
ん
。

　
「
ど
こ
ま
で
も
広
が
る
大
海
原
の
共

同
生
活
を
通
し
て
多
く
の
友
情
が
生
ま

れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
な
い
感
動
を

覚
え
ま
し
た
」
。

　
全
国
か
ら
ス
タ
ッ
フ
を
含
め
、
約
五

百
人
が
参
加
。
船
上
の
生
活
が
ほ
と
ん

ど
で
国
際
平
和
の
問
題
、
船
上
パ
ー
テ

　
　
び
ぺ

癬
軸
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
麹
　
　
　
，
　
　
　
，

懸
騰
灘
讐
繍
　
　
　
　
　
　
　
講
騰
騰
戦

　
イ
i
、
デ
ィ
ス
コ
大
会
な
ど
の
企
画
が

盛
り
た
く
さ
ん
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
　
「
講
師
も
若
い
世
代
に
合
っ
た
人
た

　
ち
で
内
容
が
豊
富
で
楽
し
か
っ
た
で
す
。

名
刺
と
写
真
が
、
一
番
の
土
産
で
す
か

　
ら
、
知
り
合
っ
た
友
達
を
大
切
に
し
て

情
報
交
換
を
し
な
が
ら
視
野
を
広
め
た

　
い
」
と
夢
と
情
熱
に
満
ち
た
ま
な
ざ
し

　
は
輝
い
て
い
ま
す
。

　
　
「
青
い
空
、
青
い
海
で
味
わ
っ
た
す

　
ば
ら
し
い
体
験
は
、
私
の
人
生
観
、
価

値
観
を
変
え
る
と
思
い
ま
す
」
と
バ
ッ

ク
ホ
ー
の
運
転
に
も
熱
が
入
る
毎
日
で

す
。　

い
ミ
湿
ま
　

に
り
に
ヒ
九

　
夕
べ
は
応
援
練
習
、

習
…
…
。

季
節
と
な
り
ま
し
た
。

●話題やご意見……
何でもお寄せください

総務課文書広報係

暦57－3111内線213・214

今
夜
は
競
技
練

い
よ
い
よ
地
区
民
運
動
会
の
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齢糖妙自然
ハッチョウトンボ⑯

．
．
轟
鞭

　体長2季ン足らずのとても小さ1

トンボです。7月ごろ、イ草や

ズゴケが生えているような浅い1

ったところ（休耕田）に見られ1

す。

　雄は成熟すると全体が真っ赤1

なりますが、雌は腹部がずんぐ

していて黄色と褐色のシマ模様1

なっているので、アブの仲間（1

ラタアブ）に似ています（写真）

　ハッチョウと名が付いたのは、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
江戸未期に矢田河原八丁目（現オ

の名古屋市）で発見されたからフ

といわれています。

　
各
地
区
一
丸
と
な
っ
て
、
優
勝
を
目

ざ
し
て
頑
張
る
あ
の
パ
ワ
ー
。
こ
の
パ

ワ
ー
を
、
　
「
ま
ち
づ
く
り
」
に
も
ぜ
ひ

生
か
し
て
く
だ
さ
い
。

　
最
近
よ
く
耳
に
す
る
「
地
域
お
こ
し
」

「
地
域
開
発
」
そ
し
て
「
ま
ち
づ
く
り
」

市
民
一
人
ひ
と
り
が
、
知
恵
を
出
し
あ

い
、
協
力
し
あ
い
、
パ
ワ
ー
を
結
集
し

な
け
れ
ば
で
き
な
い
こ
と
で
す
。
そ
し

て
と
き
に
は
市
が
、
と
き
に
は
地
域
、

皆
さ
ん
が
リ
ー
ド
し
あ
い
な
が
ら
。

　
「
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
」
も
始
ま
り

ま
し
た
。
ま
ず
、
参
加
す
る
こ
と
か
ら
始

め
ま
し
ょ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
◎

在
だ

　　．7鼻．　　　　　　　　　　　　　・＝；’－’；㎜胴

市の花山っっじ

ユ2




